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首都圏物流の新たな中核拠点
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　埼玉県戸田市で開発を進めてきた物流施設「SANKEILOGI戸田」
が完成しました。首都高速５号池袋線の戸田南ＩＣから約．㎞、
東京外環自動車道の外環浦和ＩＣから約．㎞に位置しており、両
高速道路の利便性を生かせる首都圏物流の新たな中核拠点となりま
す。
　SANKEILOGIシリーズ８棟目となる本物件は、高速道路や幹線
道路へのアクセスに優れ、東京都心の主要な消費地へのスムーズな
配送を可能にします。人口集積エリアに立地し、徒歩圏内には商業
施設やコンビニアンスストアもあります。ＪＲ埼京線とＪＲ京浜東
北線の２路線が利用でき、安定した人材確保が期待できるロケーシ
ョンでもあります。

　本施設は４階建てのシングルテナント型で、トラックバースを自
動車車庫用途仕様としており、車庫証明の取得も可能です。また、
垂直搬送機や事務所を増設できる設計としており、多様な物流オペ
レーションに柔軟に対応できます。加えて、トラックドライバーな
ど施設利用者が快適に働けるよう、休憩室や室内喫煙室、リフレッ
シュコーナーを設けました。
　非常時に地域の皆さまが利用できる防災備品を備えた防災備蓄倉
庫を設置するなど、地域に開かれた防災拠点として機能します。従
業者向けの災害用備蓄スタンド（BISTA）も設置しました。太陽
光発電設備も導入しており、非常時でも施設機能の一部を継続する
ことができます。
　当社では、本物件に近接する川口市においてもシリーズ物件の開
発を進めており、拠点整備を検討する企業に向けてリーシング活動
を展開しております。今後も「SANKEILOGI」を展開し、多様な
ニーズに応える物流施設の開発により、持続可能な物流インフラの
整備に貢献してまいります。
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■名　　　称：SANKEILOGI戸田
■所　在　地：埼玉県戸田市喜沢南１－５

（住居表示）
■発　注　者：株式会社サンケイビル
■設計・施工：株式会社福田組
■敷　地　面　積：，．㎡

■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：４階（ボックス型）
■工　　　期：年４月～年５月

　（写真提供：株式会社福田組）

２階事務所 １階エントランスホール
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　本計画は、埼玉県戸田市の菖蒲川沿
いに位置し、住宅地と物流倉庫・工場
が混在する地域に計画されました。幹
線道路への接続性に優れ、広域物流に
適した立地条件を備えています。
　建物は敷地形状を活かし南側に配置
することで、北側道路からの円滑なア
クセスを確保しました。車路と駐車場
を整備し、車両と歩行者・自転車動線
を分離することで、安全性に配慮した
計画として構成しています。
　防災面では、防災備蓄倉庫を設置し
たほか、洪水浸水想定区域内であるこ
とを踏まえ、重要設備のキュービクル
を４階設備バルコニーに配置し、水害
時の安全性と事業継続性向上を図りま
した。
　外観計画においては、無機質な印象
となりやすい物流施設に対し、壁面緑
化を採用することで景観性の向上を図
り、周辺環境との調和に配慮しました。
　環境計画として太陽光パネルを設置
し、環境負荷の低減にも取り組んでい
ます。
　さらにアプローチには間接照明を採
用し、夜間の視認性と空間演出を両立
し、エントランス内部は無機質素材と
木調仕上げを組み合わせ、洗練さと温
かみを備えた空間としています。
　物流施設としての安全性、防災性の
機能の充実を図りつつ、環境負荷低減
と地域との調和を目指しました。
　株式会社福田組東京本店

　企画設計部　原　百合子

多
様
な
ニ

ズ
に
対
応
す
る
施
設

外観南西面 エントランス 太陽光パネル

１階トラックバース

４階倉庫

垂直搬送機と荷物用エレベーター
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